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シリーズ

寺脇利信1・新井章吾2: 19.新潟県柏崎市荒浜地先の消波潜堤

はじめに

本シリーズでは，日本海沿岸に関して，すでに4回にわた

り藻場の景観模式図を紹介した。

まず，新潟県粟島地先において，南東面の地先で水深8m

までホンダワラ類数種が帯状分布したが，北西の冬季風浪の

影響を強く受ける西または北面の地先で水深4または6mま

でイワガキ等の固着動物および小型海藻類が優占し，それ以

深でノコギリモク Sargassummacrocarpum C.Agardhが優占

し，地形的凸部の瀬または砂がかりの磯でのみツルアラメ

Ecklonia stolonifera Okamuraが混生した(寺脇・新井

2004)。本州沿岸では，開放的な海岸線から突出した地形の

新潟県能生町百川地先において，東向き岩盤の斜面でクロメ

E. kurome Okamuraが優占し，冬季風浪の影響を強く受ける

西向き岩盤の斜面で多年生ホンダワラ類のノコギリモクが優

占し，両斜面とも水深9mの砂面との境界域で海藻類がみら

れなかった(寺脇・新井 2000)。一方，能登半島によって冬

季風浪の影響が遮断され海面が東に広がる富山県氷見市宇波

地先において，水深7"""'9mで砂面からの比高が低い位置でツ

ルアラメが優占し，砂面からの比高が高い位置でノコギリモ

クが優占した(寺脇・新井 1999)。さらに，日本海に位置す

る離島でありながら海面が南東に広がる内湾である新潟県佐

渡島・真野湾の二見地先において，水深2mで，硬い砂岩上の

周辺の砂面からの比高が高い位置にヨレモクS.siliquastrum 

(Mertens ex Turner) C. Agardhが，比高が低いとマメタワラ

S. piluliferum (Turner) C. Agardhが，軟らかい泥岩上にウ

スイロモクS.pallidum (Turner) C. Agardhが，砂磯底では

海草のスゲ‘アマモZosteracaespitosa Mikiが，砂泥底では

アマモZ.marina Linnaeusが優占した(寺脇・新井 2002)。

以上は，自然の海底に形成されている藻場であった。今回

は，能生町百川地先に近い海域である新潟県柏崎市荒浜地先

に設置された消波潜堤をつくる投石の個々について，岩礁性

藻場をつくる海藻類の着生基質と見なして，観察する機会を

得たので報告する。

19.新潟県柏崎市荒浜地先の消波潜堤(投石)

現地の概要と方法

本州の日本海沿岸中部域に位置する新潟県柏崎市は，岩礁

海岸が少なく，直線的で開放的な砂浜海岸が続き，地先でも

砂泥海底が広がっている。柏崎市地先では，春季から秋季に

は比較的海況の穏やかな日が多いが，冬季には卓越する北西
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図 1 新潟県柏崎市荒浜地先の消波潜堤の概略位置
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図2 新潟県柏崎市荒浜地先の消波潜堤における藻場の景観模式図(1993年6月)

の季節風によって生じる激浪にさらされる。また，柏崎市地

先では，7l< ìffil.は，冬季の 100C前後から夏季の 26~270Cの範囲

で季節的に変化する(山本ら 1996)。

柏崎市の砂浜海岸北東端に位置する高浜漁港周辺の岩礁域

では，緑藻11程，褐藻57種および紅藻107穏の生育が報告さ

れている (野田 1973)。高浜漁港周辺の地先では，ヤツマタ

モク S patens C. Agardhおよびマメタワラなどのホンダワ

ラ類によって，ガラモ場が形成されている。これより沖合の

砂面変動の影響を受けやすい砂泥海底に点在する平坦な岩盤

には，カタツノレモ Chordarigida Kawai et Arai，イシモズ

クSphaerotrichiadivaricata (C. Agardh) Kylin， ウスイ

ロモク，プシイトモクS microcelョtium(Mertens ex Turner) 

C. Agarclhなどの群落も見られる。

1993年6月8日に，新潟県柏崎市荒浜地先(図 1)の水深2

~3 mの砂泥底に設置されている消波潜堤を構成する投石の

中から，水深2.5m(こおいて，サイズが類似 し埋没状況が異な

るために，砂面からの比高毎に特徴的な状態を示しているも

のを選定した。選定された投石について，砂面からの比高に

よって同一種が優占する層の高さ毎に，横Ijljjf，50cmの長方形の

調査枠を設定し，枠内の海藻被度を計測した。

結果

新潟県柏崎市荒浜地先の消波潜堤における藻場の景観模式

図を図2に示した。

比高0.7mの石 (図2A):着生面の比高O.7~0. 2 mで，、

ヤベモク S. miyabei Yendoが被度 75弘で優占し，ムカデノ

リ Crateloupiafiliciana (Lamouroux) C. Agardhが被度

10犯で混生した。着生面の比高O.2~0. 1 mで，ムカデノリ が

被度 80犯で優占し，オキツノリ Ahnfeltiopsis 

f1abelliformis (Harvey) Masudaが被度10弘で混生した。着

生面の比高 O.1 ~ 0.05 mでクロモ Parpenfussi・ellakuronJo 

(Yendo) lnagakiが被度60犯で優占した。着生面の比高O.05 

m以下でアナアオサ U1vapertusa Kjellmanが被度75犯で優

占した。

比高O.2mの石 (図2s) 着生面の比高O.2~0. 1 mでムカ

デノリが優占し，比高O.1 ~ O. 05111でクロモが優占し，比高

O. 05111以下で、アナアオサが優占 した。

比高0.1mの石 (図 2C) 着生面の比高O.1 ~ 0.05 mでク

ロモが優占し，比高0.05m以下で、アナアオサが優占した。

比高O.05mの右 (図20):着生面の比高0.05m以下で、アナ

アオサが優占した。

まとめ

1993 年 6 月 8 日に ， 新潟県柏崎市荒浜地先の水深2~3m

の砂泥底に設置されている消波潜堤を憐成する自然石の投石

では，着生面の比高 O.7 ~ O. 2 111でミヤベモク， 比高O.2~ 

0.1 mでムカデノ リ，比高O.1 ~ 0.05 mでクロモおよび比膏

0.05 m以下でアナアオサが優占した。



図3新潟県柏崎市荒浜地先の消波潜堤(砂泥の舞い上げで濁って

不明瞭)

注目点

新潟県柏崎市荒浜地先の水深 2~3 mの砂泥底における投

石では，着生面の比高O.7~0. 2 mでミヤベモク，比高O.2~ 

0.1 mで、ムカデノリ，比高O.1 ~ 0.05 mで、クロモおよび比高

0.05m以下で、アナアオサが優占した。比高O.2m以上では，多

年生ホンダワラ類のミヤベモクが生育することから，砂面の

上昇による砂の被覆が無いか，または，極めて稀であったこ

とが示されている。多年生のムカデノリは，砂の被覆を受け

た際の付着器の耐性がミヤベモクより強いとみられることで，

比高O.2~ O. 1mにおいて優占したと考えられる。比高O.1 ~ 

O. Omでは， 短命海藻のみ生育していることから，基盤が比較

的長期間にわたり砂に埋没し，それぞれの種の成熟期に基盤

が砂から露出したと推測される。以上のように，この地点で

は，波の作用で砂が動かされることによる砂面変動の高さ，

時期，および期間などによって，海藻群落の植生構造が決定

されたと考えられる。

なお，調査時期の直前の時期に反転 ・転窃]したとみられる

石では，最も寿命が短く，新しい着生面が付与された場合の

海藻遷移の初期に出現するアナアオサが，砂面からの比高に

関係なく生育していた(図2-A'，B')。このように，この地点

は，基質に及ばす砂面変動の作用の影響に基質の反転 ・転勤

の作用の影響が重なった，きわめて把握が難しい地点である。

例えば，基質の砂面からの着生面の比高別の砂の作用の影響

に関する影響のみを念頭におく観察者にとっては，基質自体

の反転 ・転1Ii!Jの作用の影響に関する観点が欠如し，海底にお

ける藻場の景観と環境条件との聞の規則性を見いだしにくい

と考えられる(図 3)。

太平洋岸の房総半島先端部の館山市坂田地先では， 砂面か
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らの比高10cmの岩盤ではクロメが優占し，薄く砂に覆われた

岩盤ではホンダワラ類のマメタワラが優占した(寺脇 ・新井

2001)。瀬戸内海の広島湾でも，階段型の藻礁を用いた実験的

な研究によって，海藻類の生育位置の砂面からの比高は，わ

ずか数 cmで、あっても，海藻植生の決定において，きわめて

重要な条件であることが示された (Terawakiet a1， 2000)。

また，佐渡島 ・真野湾二見地先では，水深がほぼ等しい岩礁

域において，基質の硬度がホンダワラ類の固着力に影響を及

ぼし，優占するホンダワラ類の種が変化する可能性が示唆さ

れた(寺脇 ・新井 2002)。これらのように，海藻植生は，着

生基質の反転 ・転勤，砂面変動または基質の硬度など様々な

要因の条件に影響を受ける基質表面の刷新とし、う生態的撹乱

の程度，時期および頻度等の組み合わせによって，遷移が制

御され，異なった様相を呈する ことが， ここでも事例として

現れている。
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